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欠損症9類官軽症†成人身性のタレチ二宮ム各も例であ

る.23症例の診断の糸に日豊,臨床症状と病歴か机9例,

電解祭殿常から且5例乍腹部瞳癖か転3例,画像診断かど)

且飾れ血液像かFH 例であるか内分泌や琶謝疾患の診断に

おいて臨床症状と血清電解質凝滞を見落さないことが重

要と思われる.

7)外傷を契機に発見された中級牲尿崩症の
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症例は35才~の男性.1986軽重から肥満傾向,1987年

頃かび)にj渇,多飲多尿が出現Lた.漫989年9月日_湧午

後2時,鰍啓襖賢さ腰三奉に乗妄3転倒Lているのを発見され
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多尿を指摘されき騨巨＼転科か身段 臓km,体薮72.5kg

と肥満があ畑 左鱗部に細葉額を認が)た姑 そU二潮主鼎常

在か--1た.入院時の検査では-守盲尿巌と飲水鼠が4/-闇〆

認めに)かたことかに)中枢性尿崩症と診断し9mDAVP

で治療したEイソ鼠リン′とG規Fに尉するGをi0)反応

はfi監下Lており,LHRHに尉するL招,FSを卜分泌も

低下Lていたが,Lを伐H連続負荷試験に対Lては正常

反応を示していた.頭部MR耳,7m 強調画像にて号力

卜県二ウムで造影された経慶が漏り､澗芸に認封)Lqっれた.
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妊娠訂机こ発症する尿崩症は稀であり予 LはLは分娩 と
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で極暫する.初㌻吏-きて妊娠において,妊娠 5カ月頃 よ り 多 飲

多尿を白覚Lた.妊娠37遇に堅帰り分娩のた め 当 科 を 受
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診したや 尿崩症 の疑 し砥 て水制 限試験, vas叩㌢eSSim

溝Vr))試験 を施行 L中枢性尿崩症 と診断 した叶妊娠舶

遇に正常分娩 し 分娩後症状の軽快 をみた.第銅B八服娠

緋司様の経過 を示 した.奪回の妊娠をこおいては妊娠2カ

月から多飲多尿 とな りゥ妊娠35遇 に当科を受診し射通に

て正常分娩 Lた.水制限姦琶験,水性 AVP には反応せ
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CAP値は産額願 に較 べ高値 を示 したが,正常値U)下限

に低値 を示 した.分娩後ず症状の軽快 をみた.

9)遺伝 性 (肝 性 )コ プ ロポ ル フ ィ リン症の
謹例 (長 岡地 区 の 笥 且例 j
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症例は且3才,豪1 且0才時拘置後けいれんあり,てんか

んの診断で治療水平 上敷22 バ レー部合宿後発熟し感冒

薬服fa 8秒26 よ さつ腹痛,悪心や便秘の腹部症状出現き

増強L,食事摂取不能中敷3掩蔽性けいれん出現L当院

救急外 来受診. ブ ドウ潤色尿 あ り,尿 を習遷精強陽性よ

り急性 ポルブ イuン症の診断で入院か糖質補液+インス

リン療法を施締 L,麻療性腺閉塞様症状は熱気格,競腺予
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i, 汎発性徐 波 緊 常 が 特 徴的であった. また入院直後
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13灘欄 /鑑 W et W e通 ht と 緩 解 斯 糞 便 CP のみ 著 増 し て

おり , 病 型 は 遺 伝 性 コ プ ロ ポ ル フ ィ リ ン 症 と 診 断 し た .

私 姉 に 糞 便 CP 著 増 が 認 め ら れ 夢 潜 在 症 と 考 え ら れ

Y･て･.

iO ) 著 明 な 低 N a 餌 竜:Iを 星 し た 下 垂 体 腫 癌 の
且 例
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門 的 : 嚇 姓 を 室 訴 に 来 院 L た が き 著 明 な 低 開 祖 鹿 症

を 呈 し て お り , そ の 原 因 が 下 垂 体 腫 脇 に よ る こ と が 判 明

し た 症 例 を 報 告 す る .

症 例 ; 鮒 歳 男 性 . 来 院 約 2 年 前 に 突 然 の 頭 痛 をこ よ り 当

院 脳 外 科 入 院 し 下 垂 体 腺 腫 が 疑 わ れ る が 声 視 野 ∴ 下 垂




